
地域人材との連携による子どもの読書活動推進事業実施要項 

 

                        （平成 30年４月 18日生涯学習課長決定） 

第１ 事業趣旨 

  地域における子どもの読書活動の推進に関わる人材が一堂に会するフォーラムを開催す

るとともに、学校図書館の運営改善のため、地域の様々な人材が日常的に活用できるハン

ドブック等を作成することにより、地域全体の読書環境の整備及び子どもの読書活動の活

性化に資することを目的とする。 

 

第２ 事業内容 

 １ 事業の概要 

   平成 30 年度から３か年にわたり、全道 14 管内で地域の様々な人材との連携による子 

どもの読書活動推進のためのフォーラム（読書活動活性化フォーラム）を開催するとと 

もに、実務的な学校図書館運営のためハンドブック等を作成して配付する。 

 ２ 読書活動活性化フォーラム 

(1)  目的 

小・中学校の学校図書館担当教職員（司書教諭、学校司書等）、市町村教育委員会 

職員、市町村立図書館等職員、関係機関・団体等の職員、学校図書館ボランティア、 

保護者などの地域の様々な人材による協議等をとおして、地域全体で読書環境が整備 

され、子どもの読書活動の活性化が図られることを目的とする。  

(2)  開催年度 

読書活動活性化フォーラムについては、全教育局が３年間で１回の開催を行う。各 

年度に開催する教育局は、次のとおりとする。 

  ・平成 30 年度…石狩局、渡島局、留萌局、オホーツク局、釧路局 

 ・平成 31 年度…後志局、胆振局、檜山局、上川局、根室局 

 ・平成 32 年度…空知局、日高局、宗谷局、十勝局  

   （3）運営 

    運営については、教育局が行い、会場及びシンポジウムのパネリストの選定、実施通 

知の発出、参加者の集約等の業務を行う。 

(4) 実施内容等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 内容 講師・説明者（予定） 

 
【説明】 

道教委の取組についての説明 

生涯学習課職員、または、教育局

職員 

全 

体 

会 

【シンポジウム】 

地域全体での読書活動推進の在り方について

のシンポジウム 

大学教授等 

市町村教育委員会職員（市町村立

図書館等職員） 

学校管理職 

ボランティアグループ代表  等   

 

【演習】 

ビブリオバトル等の読書活動の実際について

の演習 

地域の実践者 

ビブリオバトル推進委員会  等 

分 

科 

会 

市町村教育委員会・市

町村立図書館等部会 

市町村の読書環境整

備 

市町村図書館等職員 

北海道立図書館職員 等 

学校司書・学校図書館

担当職員部会 

学校図書館の運営実

務 

地域の学校司書・学校図書館担当

職員 

全国ＳＬＡ学校図書館スーパー

バイザー 等 



 

３ 地域の様々な人材が日常的に活用することができるツールの作成・配付 

 (1)「実践事例集」 

     各管内で開催した「読書活動活性化フォーラム」の成果をまとめ、地域の様々な人

材の活用が図られるよう全ての小・中学校に１部、市町村教育委員会に５部ずつ配付

する。 

(2)「学校図書館運営ハンドブック」 

     地域の様々な人材が子どもの読書活動の推進に関わる連携を図ることのできる実

務的なハンドブックを作成し、全ての小・中学校に配付する。 

     作成にあたっては、司書教諭、学校司書、道立図書館司書、社会教育主事、指導主

事等からなる作成委員会を組織する。（年 3 回の委員会を開催予定） 

  

第３ 実施計画及び報告 

  読書活動活性化フォーラムの開催年度に当たる教育局は、 

・「読書活動活性化フォーラム実施計画書」（別紙様式１）…実施日の１か月以内に提出 

   ・「読書活動活性化フォーラム実施報告書」（別紙様式２）…実施日の２週間以内に提出 

   ・「読書活動活性化フォーラム記録」（別紙様式３）   …………実施日の２か月以内に提出 

を生涯学習課課長あて提出する。 

 

第４ その他 

  この要項に定めるもののほか、事業の実施に必要な事項については別に定める。 

 

    附 則 

  この要項は、平成 30 年４月 18 日から施行する。     


